
　本書は，1995 年に発行された「作業療法ジャーナル」

増大号を時代の流れに合わせ全面的に改訂したもので

ある．

　作業療法では Activities の一環としてレクリエー

ション活動を用いることは多い．しかしこれで治療と

呼べるのだろうかと疑問に思ったり，不安になったり

することがある．本書は理論的にしっかり支持してく

れ，明日からの臨床にすぐに役立つ内容を写真やイラ

ストを交えわかりやすく解説してある．レクリエー

ション種目は多く，疾患・障害別，施設別という視点

からも書かれており，共感でき，参考になる点が多い．

また，多くの作業療法士の手によって執筆，編集，監

修されており，大いに勇気づけられる．

　第 1 章「レクリエーションの基本理念」，第 2 章「治

療的レクリエーションの技法」では，2001 年 5 月に 

WHO で採択された国際生活機能分類（ICF）の考え方

をベースに事例を挙げながら噛み砕いて解説してい

る．人の生涯発達段階と「楽しみ」との関連を調査に

基づいて紹介しながら生涯的視点からレクリエーショ

ン活動を解説してあり興味深かった．またレクリエー

ション活動には積極的に自己の体験を通して楽しむ活

動と受動的に楽しむ活動があり，見学者であっても集

団の一員としてその人らしい役割を担い，認め合い，

「楽しみ」を共有できれば社会参加といえることに気づ

かされた．

　第 3 章「種目別にみたレクリエーション活動」では，

53 の種目ごとに，�1 　目的と意義，�2 　ゲームの概要，

�3 　ゲームの進め方，�4 　ゲームを行う上での注意点，�5 　

評価，�6 　応用が明記されており，薬の薬効同様，レク

リエーション効（？）である．個人的にはスポーツ編の

リボン体操，エアロビクスが新鮮で今度挑戦してみた

いと思った．

　第 4，5 章では「治療的レクリエーション活動」を 

18 の疾患・障害別と 16 の施設別に，�1 　レクリエー

ション導入の目的と意義，�2 　その障害（施設）に適応可

能なレクリエーションの特徴と種目，�3 　プログラムの

立案から実施までの手順，�4 　評価及び経過，�5 　事例提

示等が明記されている．理論的に支えられるだけでな

く他施設の努力も伝わってきて勇気づけられた．

　本書を適切に応用し対象者の社会参加に貢献してい

きたいものである．
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